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研究成果の概要（和文）：目的：食事記録調査の効率化と精度向上に資するために、食事記録調査の信頼性に影響する
諸因子の関連を見直して，食事記録調査支援ツールとしてコンピュータに実装すること。方法：12日間食事記録調査（
4季節不連続3日間）の手順をプロセス評価した．結果：コード化標準マニュアル、e-ラーニング、メーリングリスト、
入力過誤検索データベース、コード化困難事例照会システム、地区スタッフからのフィードバックアンケートを開発し
た．熟練した栄養士に備わっている暗黙知を、いくつかのコンピュータ支援ツールとして開発できた．

研究成果の概要（英文）：Objective: To improve the efficiency of dietary surveys, we reviewed the elements 
which have an affect on their reliability.
Methods: We evaluated the process phase of 12-day dietary record surveys (3 non-consecutive days in each 
of the 4 seasons).
Results: We have developed some accompanying PC tools (standardization coding manuals, e-learning system, 
mailing list, food coding errors search database, inquiry system for coding difficult cases, a structured 
feedback questionnaire for site staff). In conclusion, we were able to develop the tacit knowledge about 
dietary assessment that well-trained dietitians have, as several PC tools.

研究分野：公衆栄養学

キーワード： 栄養疫学　食事調査法　食事記録調査　管理栄養士スキル　標準化　測定誤差　妥当性
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 秤量法食事調査は、食べた物をリアルタイ
ムで計り記録するので精度は高いが、対象者
にとっては面倒なので食事調査への参加率
を低下させてしまい、その結果の信頼性をゆ
がめてしまう可能性がある。また、栄養士等
の調査者においても、食事記録に特化した知
識を習得しなければならない。 

２．研究の目的 
 本研究では、食事記録調査の効率化と精度
向上に資するために、食事記録調査の信頼性
に影響する諸因子の関連を見直して、食事記
録調査支援ツールとして Web 上に実装する
ことを試みた。 

３．研究の方法 
対象の食事調査は、J-MICC（日本多施設
共同コーホート研究）に用いる食物摂取頻度
質問票の妥当性・再現性研究として全国（山
形、鶴岡、千葉、静岡市、浜松、愛知（名古
屋市、岡崎）、滋賀、京都、佐賀、徳島）で
実施された四季節隔日 3日間の食事記録調査
である。調査の参加者は各地区において、
性・年齢が均等になるように住民を募集し、
調査スタッフは、大学・がんセンターの疫学
研究者等で組織し、特に、食事記録から栄養
量を推定する担当は、管理栄養士・栄養士の
有資格者に限定した。作業手順および分担は、
各地区が対象者募集、原票確認、日本食品標
準成分表（2010）によるコード化を実施しデ
ータを本部へ送付し、本部は食品成分表に未
収載だった食品コードの整備、入力データ過
誤抽出・検証等の標準化を行い、栄養評価の
結果票を出力する。調査参加者への最終的な
結果説明は各地区が担当するという多施設
による分業体制である。 
この調査を進めていく過程で情報共有され
たスタッフ同士のメールや打ち合わせをテ
キスト化、数値化することによって、食事記
録調査の信頼性に影響する諸因子をリスト
アップしていった。 

４．研究成果 
食事調査の対象者は、男性 231 人、女性 237
人、合計 468 人で、32 人以上の栄養士スタッ
フが、のべ 5,567 日分の食事記録を、241,541
行のデータにコード化した。食事記録調査の
信頼性に影響する大きな因子として、1 つは
調査を始める時期や年度に地域差がある、2
つめは、各地区の管理栄養士スタッフに技能
に差がある点が抽出され、その対策として、
調査プロトコールを均質にするための標準
化ツール（下記 a～i）を作成した。なお、ツ
ール eについては、2014 年 5月現在で集計し
た運用結果を示した。 
 
（1）管理栄養士スタッフ向けのセミナー  
対象者へのインフォームド・コンセント、
食事記録ノートの点検手順、食品のコード化、

調理に重量変化の見積もり、料理名のつけ方
等の一連の作業を標準化するために、管理栄
養士スタッフ向けのセミナーを実施した。セ
ミナーは、講義とコンピュータ演習、質疑応
答を含めて 3～4 時間程度で、①FFQ の妥当
性・再現性研究の目的、②対象者への説明・
支援手順、③栄養計算のルールを学習、④コ
ード化困難事例と取り扱い方法の説明、⑤コ
ンピュータツールの説明、⑦入力データクリ
ーニング方法（DC: data cleaning method）、
⑧プロトコール遵守状況アンケートの主旨
説明の順に構成した。参考書等は、管理栄養
士養成課程用の教科書(みらい、公衆栄養学
ワークブック)を用い、食品のコード化は、
国民健康・栄養調査の食品番号表を参照した。 
 
（2）国民健康・栄養調査食品番号表による
コード化      
全データのうち 90％（218,219 行）は日本
標準食品成分表に収載済の食品でコード化
が可能であった。他には、国民健康・栄養調
査食品番号表にある「成分表に未収載の食品
や惣菜料理・外食料理」の食品番号に 4% 
(8,925 行)、そして、「飲み水および希釈水な
どの水分関連」の食品番号に 3%（7,716 行）
としてコード化できた。また、国民健康・栄
養調査にはない本研究独自の方法として、調
味料セットコードを考案したところ、全デー
タの 3％（6,650 行）程度が出現していた。
調味料セットコードとは、煮物、炒め物など
調理法別に複数の調味料をまとめて1つの食
品番号としてコード化できる番号である。料
理に含まれる調味料の種類と量を標準化す
るツールとして、能率が向上した。  
 
（3）データ入力ワークシート（マクロ機能
付き Excel シート）           
データ入力は、Excel 2007 ワークシートを
用い、食品番号検索機能、料理数のカウント
機能、料理を食材と調味料に展開する機能、
主な栄養素の計算機能を実装した。データ容
量を節約して、各地区と本部でデータを受け
渡すためには、csv 出力機能が効果的であっ
た。 
 
（ 4） LMS による学習管理システム：
e-Learning Management System）       
管理栄養士スタッフのスキルを担保する
ために、e-learning 管理システムを用いた試
験をスタッフ達に課した。LMS はスタッフの
ログイン状況、試験点数などの履歴が残る。
学習到達目標は、「調味料の量を濃度パーセ
ントで標準化できる」、「骨付き肉を例に、調
理後の重量減少をふまえた重量推定、適切な
食品番号のコード化ができる」、「入力データ
クリーニングの考え方を説明できる」として、
各シリーズ 5-10 問程度とした。 
 
（5）メーリングリスト        
この研究の期間は、2011 年から概ね 3年間



に及ぶので、研究の初期に決めた内容を、新
しく参入した地区スタッフに知らせる必要
がある。そこで、すべての伝達事項をメーリ
ングリストに蓄積することにより、後日参入
したスタッフも過去のメールの情報検索・閲
覧ができるようにした。
メーリングリストを用いることによって、
入力データの受け取り確認、データ修正の依
頼、コード化判断困難事例の照会についても、
情報が蓄積できて便利であった。
メーリングリストの運用状況は次の通りで
ある。メーリングリストは、
まり、
訳は、調査手順の確認やスタッフ
試験連絡が
受が 
例の照会相談が
ニングの指示とその応答
な対象者
などであった。メーリングリストを、
の経時的に観察すると、地区が調査を始める
時期には、本部が手順確認とスタッフ訓練を
行い、調査中は、コード化判断困難事例の
談が各地区から発信され、それ以降は、
依頼と返信が常時発生していたことがわか
った。
各地区のスタッフが、過去のメーリングリ
ストを検索して問題を解決した件数は不詳
であるが、本部スタッフにとっては、全部の
地区に標準化した指示をだすための資源と
してたいへん効果的に活用できた。

 
（6）食事写真の
対象者が撮影した食事画像は、地区スタッ
フが
有化した。
Inc., 
Inc, 
とにより、遠隔地であってもリアルタイムで
写真を閲覧できるようになった。その結果、
不適当な重量見積もりやコード化をし忘れ
た食品を、遠隔地にいる本部スタッフが見つ
けることができた。加えて、食事記録の原票

に及ぶので、研究の初期に決めた内容を、新
しく参入した地区スタッフに知らせる必要
がある。そこで、すべての伝達事項をメーリ
ングリストに蓄積することにより、後日参入
したスタッフも過去のメールの情報検索・閲
覧ができるようにした。
メーリングリストを用いることによって、
入力データの受け取り確認、データ修正の依
頼、コード化判断困難事例の照会についても、
情報が蓄積できて便利であった。
メーリングリストの運用状況は次の通りで
ある。メーリングリストは、
まり、2014 年 5月までに
訳は、調査手順の確認やスタッフ
試験連絡が 30% (379
 11% (145 通)
例の照会相談が 20% (246
ニングの指示とその応答
な対象者 ID に関する疑問照会
などであった。メーリングリストを、
の経時的に観察すると、地区が調査を始める
時期には、本部が手順確認とスタッフ訓練を
行い、調査中は、コード化判断困難事例の
談が各地区から発信され、それ以降は、
依頼と返信が常時発生していたことがわか
った。 
各地区のスタッフが、過去のメーリングリ
ストを検索して問題を解決した件数は不詳
であるが、本部スタッフにとっては、全部の
地区に標準化した指示をだすための資源と
してたいへん効果的に活用できた。

）食事写真の
対象者が撮影した食事画像は、地区スタッ
フが Web アプリを用いて保存し、全地区で共
有化した。Web アプリは
Inc., 米国）あるいは
Inc, 米国）を活用し、これらに保存するこ
とにより、遠隔地であってもリアルタイムで
写真を閲覧できるようになった。その結果、
不適当な重量見積もりやコード化をし忘れ
た食品を、遠隔地にいる本部スタッフが見つ
けることができた。加えて、食事記録の原票

に及ぶので、研究の初期に決めた内容を、新
しく参入した地区スタッフに知らせる必要
がある。そこで、すべての伝達事項をメーリ
ングリストに蓄積することにより、後日参入
したスタッフも過去のメールの情報検索・閲
覧ができるようにした。 
メーリングリストを用いることによって、
入力データの受け取り確認、データ修正の依
頼、コード化判断困難事例の照会についても、
情報が蓄積できて便利であった。
メーリングリストの運用状況は次の通りで
ある。メーリングリストは、2012

月までに 1,261
訳は、調査手順の確認やスタッフ

30% (379 通)、入力済みデータ授
)、コーディングが困難な事
20% (246 通)

ニングの指示とその応答 24% (298
に関する疑問照会

などであった。メーリングリストを、
の経時的に観察すると、地区が調査を始める
時期には、本部が手順確認とスタッフ訓練を
行い、調査中は、コード化判断困難事例の
談が各地区から発信され、それ以降は、
依頼と返信が常時発生していたことがわか

各地区のスタッフが、過去のメーリングリ
ストを検索して問題を解決した件数は不詳
であるが、本部スタッフにとっては、全部の
地区に標準化した指示をだすための資源と
してたいへん効果的に活用できた。

）食事写真の Web 共有フォルダーの活用
対象者が撮影した食事画像は、地区スタッ
アプリを用いて保存し、全地区で共
アプリは DROPBOX

米国）あるいは Google driv
米国）を活用し、これらに保存するこ

とにより、遠隔地であってもリアルタイムで
写真を閲覧できるようになった。その結果、
不適当な重量見積もりやコード化をし忘れ
た食品を、遠隔地にいる本部スタッフが見つ
けることができた。加えて、食事記録の原票

に及ぶので、研究の初期に決めた内容を、新
しく参入した地区スタッフに知らせる必要
がある。そこで、すべての伝達事項をメーリ
ングリストに蓄積することにより、後日参入
したスタッフも過去のメールの情報検索・閲

メーリングリストを用いることによって、
入力データの受け取り確認、データ修正の依
頼、コード化判断困難事例の照会についても、
情報が蓄積できて便利であった。 
メーリングリストの運用状況は次の通りで

2012 年 2月に始
1,261 通で、その内

訳は、調査手順の確認やスタッフ E-learning
、入力済みデータ授

、コーディングが困難な事
)、データクリー
24% (298 通)、特殊

に関する疑問照会 16% (196
などであった。メーリングリストを、3 ヶ月
の経時的に観察すると、地区が調査を始める
時期には、本部が手順確認とスタッフ訓練を
行い、調査中は、コード化判断困難事例の
談が各地区から発信され、それ以降は、DC
依頼と返信が常時発生していたことがわか

各地区のスタッフが、過去のメーリングリ
ストを検索して問題を解決した件数は不詳
であるが、本部スタッフにとっては、全部の
地区に標準化した指示をだすための資源と
してたいへん効果的に活用できた。 

共有フォルダーの活用
対象者が撮影した食事画像は、地区スタッ
アプリを用いて保存し、全地区で共

DROPBOX（Dropbox, 
Google drive（Google 

米国）を活用し、これらに保存するこ
とにより、遠隔地であってもリアルタイムで
写真を閲覧できるようになった。その結果、
不適当な重量見積もりやコード化をし忘れ
た食品を、遠隔地にいる本部スタッフが見つ
けることができた。加えて、食事記録の原票

に及ぶので、研究の初期に決めた内容を、新
しく参入した地区スタッフに知らせる必要
がある。そこで、すべての伝達事項をメーリ
ングリストに蓄積することにより、後日参入
したスタッフも過去のメールの情報検索・閲

メーリングリストを用いることによって、
入力データの受け取り確認、データ修正の依
頼、コード化判断困難事例の照会についても、

メーリングリストの運用状況は次の通りで
月に始

通で、その内
learning

、入力済みデータ授
、コーディングが困難な事

、データクリー
、特殊

16% (196 通)
ヶ月

の経時的に観察すると、地区が調査を始める
時期には、本部が手順確認とスタッフ訓練を
行い、調査中は、コード化判断困難事例の相

DC の
依頼と返信が常時発生していたことがわか

各地区のスタッフが、過去のメーリングリ
ストを検索して問題を解決した件数は不詳
であるが、本部スタッフにとっては、全部の
地区に標準化した指示をだすための資源と

共有フォルダーの活用 
対象者が撮影した食事画像は、地区スタッ
アプリを用いて保存し、全地区で共

Dropbox, 
Google 

米国）を活用し、これらに保存するこ
とにより、遠隔地であってもリアルタイムで
写真を閲覧できるようになった。その結果、
不適当な重量見積もりやコード化をし忘れ
た食品を、遠隔地にいる本部スタッフが見つ
けることができた。加えて、食事記録の原票

も PDF
た。
 
（7
ータベース）
成分表に載っていない食品などで、コード
化に困る事例を標準化するツールとしては、
Web
フが暫定的な入力を本部に提案するシステ
ムを構築した。本部は、その案の適切さを吟
味した結果をーリングリストで一斉に伝達
した。困難事例は、
ータベース化して、後日でも一覧表して検索
できるようにし、加えて、
印刷資料（
プコーディング判断困難事例集、
布した。
 
（8
入力過誤を、効率良く見つけるには、大量
の食事データをすべて点検するのは得策で
はない。著者らは、過誤が疑われるデータだ
けを検索・抽出できるデータベース（今枝奈
保美ら、栄養学雑誌、
本部は、このデータベースを管理して、料
理・食品番号・重量などのデータから過誤が
疑われるデータの点検・修正を各地区に依頼
する。各地区は修正した正しいデータを再び
本部に送信する。この
巡以上行った。条件式は、①入力値が一般的
な食品重量のレンジを逸脱した、②料理の塩
分濃度が
が揚げ物・炒め物なのに、油脂群の重量が
（ゼロ）である、④料理名称が入力されてい
ない可能性がある等、
複雑な条件をデータベース化したことで、か
なりの入力過誤を検出して修正できた。
研究当初は、入力過誤検索データベースをク
ラウド上に実装して、地区のスタッフが自分
で点検・修正できることを試みたが、
理由で今回は中止せざるを得なかった。
は、食事記録を入力した本人は、過誤の可能
性が指摘されても、具体的に何が悪いのかに
気づけないことが多く、自己点検ができなか
った。
式が複雑すぎて
機能的な限界、
誤の種類は、調査が進むにつれて増えていき、
過誤抽出条件を頻繁にバージョンアップし
なければならなかったためである。
 
（9
初回の季節の栄養価計算が完了した頃に、
各地区のプロトコール遵守状況を、構造化質
問票を用いて尋ねた。その結果はコーホート
研究運営会議で６ヶ月おきに報告した。内容
は①対象者向け説明会の開催状況、②調査期
間中の対象者に行った電話サポート・メール
支援の状況、
標準化状況、④秤量の実施状況、⑤ランチマ

PDF にしたので、確認作業が時間短縮でき
た。 

7）コード化困難の取り扱い事例集（
ータベース）            
成分表に載っていない食品などで、コード
化に困る事例を標準化するツールとしては、
Web 上に構造化フォームを作り、地区スタッ
フが暫定的な入力を本部に提案するシステ
ムを構築した。本部は、その案の適切さを吟
味した結果をーリングリストで一斉に伝達
した。困難事例は、
ータベース化して、後日でも一覧表して検索
できるようにし、加えて、
印刷資料（J-MICC
プコーディング判断困難事例集、
布した。 

8）入力過誤検索データベース
入力過誤を、効率良く見つけるには、大量
の食事データをすべて点検するのは得策で
はない。著者らは、過誤が疑われるデータだ
けを検索・抽出できるデータベース（今枝奈
保美ら、栄養学雑誌、
本部は、このデータベースを管理して、料
理・食品番号・重量などのデータから過誤が
疑われるデータの点検・修正を各地区に依頼
する。各地区は修正した正しいデータを再び
本部に送信する。この
巡以上行った。条件式は、①入力値が一般的
な食品重量のレンジを逸脱した、②料理の塩
分濃度が 3％超、または
が揚げ物・炒め物なのに、油脂群の重量が
（ゼロ）である、④料理名称が入力されてい
ない可能性がある等、
複雑な条件をデータベース化したことで、か
なりの入力過誤を検出して修正できた。
研究当初は、入力過誤検索データベースをク
ラウド上に実装して、地区のスタッフが自分
で点検・修正できることを試みたが、
理由で今回は中止せざるを得なかった。
は、食事記録を入力した本人は、過誤の可能
性が指摘されても、具体的に何が悪いのかに
気づけないことが多く、自己点検ができなか
った。2 つめは、過
式が複雑すぎて
機能的な限界、
誤の種類は、調査が進むにつれて増えていき、
過誤抽出条件を頻繁にバージョンアップし
なければならなかったためである。

9）プロトコール遵守状況の確認質問票
初回の季節の栄養価計算が完了した頃に、
各地区のプロトコール遵守状況を、構造化質
問票を用いて尋ねた。その結果はコーホート
研究運営会議で６ヶ月おきに報告した。内容
は①対象者向け説明会の開催状況、②調査期
間中の対象者に行った電話サポート・メール
支援の状況、③サポートの会話や確認質問の
標準化状況、④秤量の実施状況、⑤ランチマ

にしたので、確認作業が時間短縮でき

）コード化困難の取り扱い事例集（
            

成分表に載っていない食品などで、コード
化に困る事例を標準化するツールとしては、
上に構造化フォームを作り、地区スタッ
フが暫定的な入力を本部に提案するシステ
ムを構築した。本部は、その案の適切さを吟
味した結果をーリングリストで一斉に伝達
した。困難事例は、Google drive
ータベース化して、後日でも一覧表して検索
できるようにし、加えて、A4

MICC 食事調査ワーキンググルー
プコーディング判断困難事例集、

）入力過誤検索データベース
入力過誤を、効率良く見つけるには、大量
の食事データをすべて点検するのは得策で
はない。著者らは、過誤が疑われるデータだ
けを検索・抽出できるデータベース（今枝奈
保美ら、栄養学雑誌、 2000）を再開発した。
本部は、このデータベースを管理して、料
理・食品番号・重量などのデータから過誤が
疑われるデータの点検・修正を各地区に依頼
する。各地区は修正した正しいデータを再び
本部に送信する。この DC サイクルを最低
巡以上行った。条件式は、①入力値が一般的
な食品重量のレンジを逸脱した、②料理の塩

％超、または 0.3%
が揚げ物・炒め物なのに、油脂群の重量が
（ゼロ）である、④料理名称が入力されてい
ない可能性がある等、10 項目以上になったが、
複雑な条件をデータベース化したことで、か
なりの入力過誤を検出して修正できた。
研究当初は、入力過誤検索データベースをク
ラウド上に実装して、地区のスタッフが自分
で点検・修正できることを試みたが、
理由で今回は中止せざるを得なかった。
は、食事記録を入力した本人は、過誤の可能
性が指摘されても、具体的に何が悪いのかに
気づけないことが多く、自己点検ができなか
つめは、過誤の可能性に関する条件

式が複雑すぎてWeb上でタイムアウトになる
機能的な限界、3 つめは食事調査で生じる過
誤の種類は、調査が進むにつれて増えていき、
過誤抽出条件を頻繁にバージョンアップし
なければならなかったためである。

）プロトコール遵守状況の確認質問票
初回の季節の栄養価計算が完了した頃に、
各地区のプロトコール遵守状況を、構造化質
問票を用いて尋ねた。その結果はコーホート
研究運営会議で６ヶ月おきに報告した。内容
は①対象者向け説明会の開催状況、②調査期
間中の対象者に行った電話サポート・メール

③サポートの会話や確認質問の
標準化状況、④秤量の実施状況、⑤ランチマ

にしたので、確認作業が時間短縮でき

）コード化困難の取り扱い事例集（Web
            

成分表に載っていない食品などで、コード
化に困る事例を標準化するツールとしては、
上に構造化フォームを作り、地区スタッ
フが暫定的な入力を本部に提案するシステ
ムを構築した。本部は、その案の適切さを吟
味した結果をーリングリストで一斉に伝達

Google drive を用いてデ
ータベース化して、後日でも一覧表して検索

A4 判 36 ページの
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プコーディング判断困難事例集、2013）も頒

）入力過誤検索データベース    
入力過誤を、効率良く見つけるには、大量
の食事データをすべて点検するのは得策で
はない。著者らは、過誤が疑われるデータだ
けを検索・抽出できるデータベース（今枝奈

）を再開発した。
本部は、このデータベースを管理して、料
理・食品番号・重量などのデータから過誤が
疑われるデータの点検・修正を各地区に依頼
する。各地区は修正した正しいデータを再び

サイクルを最低
巡以上行った。条件式は、①入力値が一般的
な食品重量のレンジを逸脱した、②料理の塩

0.3%未満、③料理名
が揚げ物・炒め物なのに、油脂群の重量が
（ゼロ）である、④料理名称が入力されてい

項目以上になったが、
複雑な条件をデータベース化したことで、か
なりの入力過誤を検出して修正できた。
研究当初は、入力過誤検索データベースをク
ラウド上に実装して、地区のスタッフが自分
で点検・修正できることを試みたが、3
理由で今回は中止せざるを得なかった。
は、食事記録を入力した本人は、過誤の可能
性が指摘されても、具体的に何が悪いのかに
気づけないことが多く、自己点検ができなか

誤の可能性に関する条件
上でタイムアウトになる
つめは食事調査で生じる過

誤の種類は、調査が進むにつれて増えていき、
過誤抽出条件を頻繁にバージョンアップし
なければならなかったためである。 

）プロトコール遵守状況の確認質問票
初回の季節の栄養価計算が完了した頃に、
各地区のプロトコール遵守状況を、構造化質
問票を用いて尋ねた。その結果はコーホート
研究運営会議で６ヶ月おきに報告した。内容
は①対象者向け説明会の開催状況、②調査期
間中の対象者に行った電話サポート・メール

③サポートの会話や確認質問の
標準化状況、④秤量の実施状況、⑤ランチマ

にしたので、確認作業が時間短縮でき

Web デ
             

成分表に載っていない食品などで、コード
化に困る事例を標準化するツールとしては、
上に構造化フォームを作り、地区スタッ
フが暫定的な入力を本部に提案するシステ
ムを構築した。本部は、その案の適切さを吟
味した結果をーリングリストで一斉に伝達

を用いてデ
ータベース化して、後日でも一覧表して検索

ページの
食事調査ワーキンググルー

）も頒

入力過誤を、効率良く見つけるには、大量
の食事データをすべて点検するのは得策で
はない。著者らは、過誤が疑われるデータだ
けを検索・抽出できるデータベース（今枝奈

）を再開発した。
本部は、このデータベースを管理して、料
理・食品番号・重量などのデータから過誤が
疑われるデータの点検・修正を各地区に依頼
する。各地区は修正した正しいデータを再び

サイクルを最低 2
巡以上行った。条件式は、①入力値が一般的
な食品重量のレンジを逸脱した、②料理の塩

満、③料理名
が揚げ物・炒め物なのに、油脂群の重量が 0
（ゼロ）である、④料理名称が入力されてい

項目以上になったが、
複雑な条件をデータベース化したことで、か
なりの入力過誤を検出して修正できた。 
研究当初は、入力過誤検索データベースをク
ラウド上に実装して、地区のスタッフが自分

3 つの
理由で今回は中止せざるを得なかった。1 つ
は、食事記録を入力した本人は、過誤の可能
性が指摘されても、具体的に何が悪いのかに
気づけないことが多く、自己点検ができなか

誤の可能性に関する条件
上でタイムアウトになる
つめは食事調査で生じる過

誤の種類は、調査が進むにつれて増えていき、
過誤抽出条件を頻繁にバージョンアップし

）プロトコール遵守状況の確認質問票  
初回の季節の栄養価計算が完了した頃に、
各地区のプロトコール遵守状況を、構造化質
問票を用いて尋ねた。その結果はコーホート
研究運営会議で６ヶ月おきに報告した。内容
は①対象者向け説明会の開催状況、②調査期
間中の対象者に行った電話サポート・メール

③サポートの会話や確認質問の
標準化状況、④秤量の実施状況、⑤ランチマ



ットの使用状況、⑥写真の撮影状況、⑦食事
写真ファイルの回収媒体と方法、⑧コーディ
ング担当者の熟練度、⑨管理栄養士が食事記
録ノートを点検する時期と不明点を確認す
る媒体、⑩成分表に載っていない食品の対応、
⑪メーリングリストにある過去の情報の閲
覧状況、⑫対象者がダイエットを希望した場
合を想定し、食事調査によるバイアスを防ぐ
ための適切な助言ができたか、⑬食事調査以
外に fatigue bias になるような作業がなか
ったかを尋ねた。 
 
（10）まとめ 
今回の食事調査は、実施地区と本部が遠隔
地にある環境だったので、スタッフ間の連絡
やコード化困難事例の照会は、メールや印刷
物が用いられた。従って、食事調査の精度に
影響する因子を、テキストやメール件数とし
て可視化して整理できた。また、複数の栄養
士が行ったコード化作業に関して、本部が一
括して点検したことによって、熟練度が低い
栄養士が陥りやすい過誤や不適切な重量推
定のパターンを把握することができた。熟練
した栄養士のスキルは、食事評価に関する暗
黙知・経験知を、コンピュータ支援ツールと
して開発することができた。 
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